別紙(記載例―2)・・・未払い残業手当の事案

紛争の概要

1 平成　年　月頃から仕事が忙しくなり、慢性的に人手が足りないことから、申立人の労働時間がどんどん長くなっていきました。

2 会社にはタイムレコーダーは無く、出勤簿による確認のみでした。残業手当が適正に支払われなかったときに備えて、申立人は自分の手帳に出退勤の時刻を記入していました。

3 あまりにも労働時間が長くなり、平成　年　月頃からは休日さえ取れない状態が続き、申立人は体力的にも、精神的にも、もう限界だと感じて、平成　年　月　日に同年　月　日付けをもって退職する旨の退職届を被申立人に対し提出しました。

4 そのとき併せて、これまでの記録をもとに算出した未払い残業手当分

３０１，５７９円(計算書添付)を文書をもって請求しました。

5 被申立人からは、タイムカードによる時間管理をしていなかったので残業手当を請求されても、その時間を確認できないし、その額を確定できない。仮に時間外労働があったとしても別名目の手当でその分をまかなってきたので既に支払済みであるとの回答でした。

解決を求める事項（理由を含む。）

1 被申立人は申立人に対して、金40万円を支払うことを求めます。

2 申立費用は、折半し、申立人及び被申立人が負担する。

(理由)

1 労働時間の管理は、本来被申立人の義務であるが、それを適正に実行していないので、申立人の記録した時刻で計算するのが正しいと考える。

2 被申立人は、別名目の手当(特別手当)でその分をまかなっていると主張するが、特別手当をつけるとき、被申立人は「ここのところ仕事が大変だったし、これからもこの調子で頑張ってもらわないといけないから」などと言い、「残業が多くなったからその分として支払う」とは言っておらず、申立人もそのようには認識しておりません。

3 以上のことから、被申立人は申立人に対して未払い残業手当分を支払うことを求めるものです。なお、この件については労働基準監督署に申告する考えはありません。

4 また、申立人としては、この間において過重労働をさせられ、精神的苦痛を受けたことから、慰謝料も求めます。前項の額と合わせて金40万円を解決金として要求するものであります。

